
令和２年に近畿地方整備局管内で53件の水質事故が発生しました。

水質事故等の発生状況

令和２年に近畿地方整備局管内で53件の水質事故等が発生しました。

水系別では淀川水系の確認件数が21件で最多でした。近年、発生のなかった北川で約４年

ぶりに水質事故が発生しました。

水質事故の種類別では油類によるものが最も多く、全体の83％を占めています。事故原因

別では、交通事故が21％と最も多く、次いで工場等での操作ミスが多い結果となりまし

た。原因がわからなものも36％ありました。

令和２年『種類』別の水質事故発生割合 令和２年『原因』別の水質事故発生割合

令和２年事故「種類」「原因」別割合
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水系別経年変化

新宮川 紀の川 大和川 淀川 揖保川 加古川 円山川 由良川 北川 九頭竜川

油類

44件, 83%

化学物質

2件, 4%

排水・汚泥等

3件, 6%

不明

4件, 7%

操作ミス, 
8件, 15%

機械の故

障, 6件, 
11%

交通事故, 
11件, 21%

不法投棄,
2件, 4%

その他,
7件, 13%

原因不明, 
19件, 36%
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